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いう区分があり､次いで､ トップダウンによる ｢制度化｣型か､ボ トムアップによる ｢自
己組織化｣型かという区分がある｡)この2つの軸をクロスさせると､4つのFD組織化類
型がみいだされる (図 1参照)0
図 1では､FD プロジェク トの典型としては4つの類型があることが示されている｡ こ
の4類型の間の相関は､一見したところ大きく異なるⅠ型 (伝達講習 ･制度化型)とⅢ型































































































書』1998年 3月 を､FDプロジェク トについては､京都大学高等教育教授システム開
発センタ一編 『高等教育叢書』12号 2001 などを参照｡さらに､経済学研究科のFD
プロジェク トについては､京都大学大学院経済学研究科 ･経済学部 FD研究会 (代表 :
八木紀一郎)『経済学 ･経営学ファカルテイ ･ディヴエロツプメン ト(FD)研究報告書』
2000年 3月 を参照｡
(7)京都大学自己点検 ･評価委員会 『京都大学自己点検 ･評価報告書Ⅱ 2000』2001年 3
月 を参照｡
(S) この全学シンポジウムの記録については､たとえば､全学シンポジウム実行委員会『全




践』2001年 3月､大阪大学全学共通教育機構 ･教育法法研究委員会『創造と実践 No.1』
2001年 3月 などを参照｡
(10)たとえば､大学セミナー ･-ウスの研修事業について､大学セミナー ･ハウス 『平成
10年度 大学セミナー ･ハウス年報 1998-1999』1999年 10月31日 など参照O
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